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Illustrationen von Heinrich Leutemann und deren Einfluss 
auf das älteste japanische Bilderbuch zu den Grimmschen 
Märchen „Die acht Geißen“ (KHM 5)  
 




„Die acht Geißen“―das ist der Titel eines Bilderbuchs, das im Jahre 1887 in Japan 
herauskam. Das ist eine Übersetzung des Grimmschen Märchens „Der Wolf und die sieben 
Geißlein“ (KHM 5), und wird in der Forschung mehrfach erwähnt, weil es wohl das erste 
Bilderbuch zu den „Kinder- und Hausmärchen“ der Brüder Grimm in Japan ist. 
In diesem Buch wird der Name des Übersetzers (Ayatoshi KURE) genannt, aber es 
gibt keine Hinweise auf den Illustrator. Es wird vermutet, dass Eitaku KOBAYASHI die 
Bilder gemalt hat. 
Bei meiner Forschung über deutsche Märchenausgaben sind mir einige Bilder von 
Heinrich Leutemann aufgefallen, weil sie gewisse Ähnlichkeiten zu den Illustrationen im 
Buch „Die acht Geißen“ aufweisen. Aus intensivem Vergleich ist zu schließen, dass der 
japanische Illustrator die Bilder von Leutemann gesehen haben muss. Jedoch mit 





グリム童話は，第 184 番の話「くぎ」が，早くも 1873 (明治 6) 年に英語の教材からの翻訳
という形で日本に紹介された。1 単行書としての刊行は，菅了法（桐南居士）による 1887 (明
治 20) 年 4 月の『西洋古事 神仙叢話』2 が初めてである。そこには 11 話のグリム童話が収め
られている。絵本としては，1887 (明治 20) 年 9 月の『八ツ山羊』3 が初とされる。これは，2
                                                          
1 府川源一郎「アンデルセン童話とグリム童話の本邦初訳をめぐって」『文学』第 9 巻・第 4 号, 岩波書店, 
2008 年, 140-151 頁。 
2 川戸道昭他編『明治の児童文学 翻訳編〈第１巻〉グリム集』五月書房, 1999 年所収。 
3 川戸道昭他編 前掲書 (1999 年) に『八ツ山羊』も収められている。本稿で使用した図版は全て国立国会
図書館のホームページの画像による。 




















                                                          
4 「狼と七匹の子やぎ」は，明治 19 年から明治末までの間に最も頻繁に翻訳されたグリム童話である。中
山淳子『グリムのメルヒェンと明治期教育学』臨川書店, 2009 年, 13-16 頁参照。 
5 言及のみならず，図版も頻繁に紹介されている。川戸道昭他編 前掲書 (1999 年) のカバーには『八ツ山
羊』の母やぎが出かける場面 (図 2) が印刷されている。川戸道昭他『日本におけるグリム童話翻訳書誌』
(ナダ出版センター, 2000 年) の口絵に表紙絵 (図 1) が掲載されている。その他，本稿で言及する先行文献
の多くに写真が掲載されている。さらに Frankfurter Allgemeine Zeitung 2009 年 12 月 3 日号第 39 頁に
も仕掛けのある頁 (図 8) が掲載された。 
6 福島右子「近代日本絵本史研究――「八ツ山羊」と「おほかみ」を中心に――」『聖和大学論集 A，教育
学系』第 25 号, 1997 年, 291-307 頁。293 頁参照。 
7 長谷川武次郎については，次の論文に詳しい。石澤小枝子「明治の出版人 長谷川武次郎」『梅花女子大
学文学部紀要 児童文学篇』第 18 号, 2001 年, 1-42 頁。英語版の「日本昔噺シリーズ」は，次の復刻版 (日
本語訳付き) が刊行されている。宮尾與男編『対訳日本昔噺集 (Japanese Fairy Tale Series)』全 3 巻, 彩
流社, 2009 年。 
8 当初は，日本人の外国語学習用という意図もあったという (石澤 2001 年, 19 頁)。 
9 川戸道昭「グリム童話の発見――日本における近代児童文学の出発点――」川戸道昭他 前掲書 (2000 年) 
所収。5-50 頁。30 頁参照。 
10 虎頭恵美子「日本におけるグリム翻訳書誌――明治期のグリム童話の本邦初訳について――」川戸道昭
他 前掲書 (2000 年) 所収。105-123 頁。123 頁参照。 
11 石澤 2001 年, 17 頁。また，管了法の『西洋古事 神仙叢話』(1887 年) の 40 銭と比較すると安いもの
の，頁が少ないため，割高である (野口芳子「明治期におけるグリムのメルヒェンの受容――社会的背景
からの考察――」『グリムのメルヒェン その夢と現実』勁草書房, 1994 年, 136-163 頁。137 頁参照)。 
12 石澤 2001 年, 11 頁。 
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は少なかったのである。ちりめんの「日本昔噺」は好評を博し，わずか数年で 20 号まで刊行










 (1851-1918 年) は，慶應義塾などで学び，内務省，逓
信局などに勤め，統計事務に携わっていた「日本の近代統計行政の黎明期を支えた統計学者」
である。16 東京専門学校 (現早稲田大学)，学習院大学科，専修学校などで統計学の講義も担当
していた。17 呉は，早くから英語を学んでいたが，統計をやる必要から明治 19 年頃よりドイ








には，立体的な仕掛けが施されている（図 4 と図 9）。これは，西洋の Toy Book (おもちゃ絵本) 
にヒントを得た可能性もあるが，24 むしろ「江戸中期から草双紙にしばしば行われた」，「蓋紙
                                                          
13 川戸道昭編『図説 絵本・挿絵大事典』第 1 巻, 大空社, 2008 年, 234 頁。川戸によれば，「日本昔噺」を
手にしたのはイギリス，アメリカ，ドイツ，フランスなどの人々で，彼らはグリムやアンデルセン，マザー
グースといった児童文学に囲まれて育ってきたのに対し，日本では，外国の児童文学に関心が及ぶほど，
児童文学に対する理解は未だ深まっていなかった。それは，明治 20 年代半ば以降だったという。川戸 2000
年, 30-31 頁。 
14 タイトルから，これは「小クラウスと大クラウス」と推測できる。大畑末吉訳『完訳アンデルセン童話
集』第 1 巻, 岩波文庫, 1984 年, 21-42 頁。 
15 虎頭 2000 年, 123 頁。 
16 大淵知直「異文化間受容とメルヘンの変容 ――『八ツ山羊』とモラエスをめぐって――」『ヘルダー研
究』日本ヘルダー学会, 2001 年, 第 7 号, 163-184 頁。166 頁参照。呉は東京統計協会を創設した人物でも
ある。川戸道昭他 前掲書 (2000 年), 28 頁, 47 頁。 
17 高雄馬一郎が筆記した講義録は，明治 20 年代後半から 30 年代前半にかけて呉が専修学校で行った講義
のものと推測されている。大内兵衛他編『呉文聰著作集』第１巻, 財団法人日本経営史研究所, 1973 年, 683
頁。 
18 石川春江「妖精がはじめて日本に来たころ――明治期のグリム童話の翻訳」『グリム童話のふるさと』小
澤俊夫他, 新潮社, 1986 年, 104-119 頁。108 頁参照。 
19 大淵 2001 年, 166 頁。 
20 呉文聰訳『八ツ山羊』弘文社, 明治 20 (1887) 年, 1 丁表より。 
21 大淵 2001 年, 167 頁。 
22 鳥越信『大阪国際児童文学館蔵書解題』大阪国際児童文学館を育てる会, 2008 年, 149 頁。 
23 虎頭恵美子「翻訳されたグリム童話」『図説グリム童話』河出書房新社, 2005 年, 67-68 頁。 
24 川戸 2000 年, 30 頁。 















 図 1 『八ツ山羊』表紙 図 2 『八ツ山羊』１丁表 





 (1843-1890 年) と推
定されている。28 永濯は，狩野派画家として井伊直弼に仕えたこともある絵師で，ちりめん本
の挿絵で知られている。1890 (明治 23) 年に 47 歳で亡くなったため，ちりめん本の第 18 号『羅






                                                          
25 瀬田貞二「絵本論――明治の絵本」『児童文学の世界』日本児童文学学会編, ほるぷ出版, 1974 年, 227-268
頁。252 頁参照。例えば，『江戸仕掛本考』(林美一, 有光書房, 1972 年) には，『八ツ山羊』と同じ仕掛け
が施された本がいくつも紹介されている。 
26 福島 1997 年, 305 頁。 
27 本稿図 1～図 10 は国立国会図書館の蔵書で，画像は国立国会図書館ウェブサイトより。 
28 福島 1997 年, 294 頁。瀬田貞二『落穂ひろい（下巻）』福音館書店, 1982 年, 117 頁。  
29 榊原貴教編著『図説 絵本・挿絵大事典』第 2 巻, 2008 年, 227-228 頁。石澤 2001 年, 25 頁。 
30 福島 1997 年, 305 頁。 
31「煉瓦の家に洋装の人や山羊が大きく描かれたカラーの挿し絵が多く，西洋の雰囲気を伝えている」(野
口 1994 年, 137-139 頁)。「全体にヨーロッパ風な雰囲気を感じさせる」(虎頭 2000 年, 109 頁)。 


















図 I Märchen-Wundergarten (個人蔵)32 
 
さて，グリム童話のふるさとドイツにおいても，これまでに数多くの挿絵が描かれ，それら
も研究対象とされてきた。33 図 I は，ドイツにおける挿絵の歴史をたどる中で，筆者が目にし
た 19 世紀の挿絵である。左手前に大きく描かれている母やぎが目にとまったのだ。『八ツ山羊』




                                                          
32 本稿においては，日本で刊行された図書からの図版はアラビア数字で (例，図 1)，ドイツで刊行された
図書からの図版はローマ数字で (例，図 I) 示す。図 I は Dr. Regina Freyberger 個人蔵。 
33  Bang, Ilse: Die Entwicklung der deutschen Märchenillustration. München 1944. / Verweyen, 
Annemarie: Die Illustrationen zu den Kinder- und Hausmärchen in deutschsprachigen Ausgaben der 
Jahre 1945-1984. In: Brüder Grimm Gedenken 1985. Marburg 1985. / Freyberger, Regina: 
Märchenbilder - Bildermärchen: Illustrationen zu Grimms Märchen 1819-1945. Über einen 
vergessenen Bereich deutscher Kunst. Oberhausen 2009 他。 
34 川戸道昭他編『児童文学翻訳作品総覧 第 4 巻 ドイツ編』大空社, 2005 年, 口絵 (2-5 頁) に，『八ツ山
羊』の彩色された頁が全て，カラーで掲載されている。 
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表紙絵 (図 1) と構図が酷似している。 
図 I は，„Märchen-Wundergarten“ (不思議の園の童話) という大判の童話集に収められた
挿絵である。これは27話からなる選集で，そのうちの6話にロイテマン (Heinrich Leutemann, 
1824-1905 年)，オフターディンガー (Carl Offterdinger, 1829-1889 年)，クリムシュ (Eugen 
Klimsch, 1839-1896 年) が描いたカラーの挿絵が付けられている。ただしこれは，1893 年に
ドイツのシュトゥットガルトで発行されたものであるから，35 『八ツ山羊』の刊行より後であ
る。 







今回の考察に用いた „Deutsche Kinder-Märchen“ には，グリム，ベヒシュタイン，ペロー




匹の子やぎ」には，ロイテマンによる 6 枚の挿絵が，本文の 20 頁と 21 頁の間に挟まれている。37 
そこに描かれた場面を，掲載されている順に挙げると以下のようになる。 
 
1. 小売商と狼  (図 IV) 
2. パン屋と狼  (図 V) 
3. 粉屋と狼  (図 II) 
4. 子やぎの家に押し入る狼  (図 VI) 
5. 井戸の周りで踊るやぎの母子  (図 VII) 
6. 森に出かけていく母やぎ  (図 III ) 
                                                          
35 Märchen-Wundergarten. Eine Sammlung echter Kindermärchen. Herausgegeben von T. Hoffmann. 
Stuttgart 1893. 
36 Deutsche Kinder-Märchen: zwölf Lieblingsmärchen für die Jugend. Mit 72 Farbdruckbildern nach 
Aquarellen von C. Offterdinger u. H. Leutemann. Stuttgart / Leipzig [1884]. 
37 オフターディンガーによる挿絵には C.O.などのサインが入っており，両者の挿絵の区別に役立っている。 
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母やぎが森に出かける場面は，実際には冒頭で語られるが，ここでは６番目に掲載されてい
る。これは，製本時にカラー頁を挟む際に生じた手違いだと考えられる。というのも本書では，
ベヒシュタイン (Ludwig Bechstein, 1801-1860 年) の童話から採用した「はりねずみとうさ
ぎのかけ比べ」と「親指小僧」の挿絵も順序が入り乱れているからだ。38 


















 図 II ３枚目の挿絵 図 1 (再掲) 『八ツ山羊』表紙 






                                                          
38 筆者が目にすることが出来たのは，ベルリンの国立図書館が所蔵する一冊のみであるため，この一冊限
りの落丁なのか，他の本も同様なのかに関しては，確認はできなかった。 
39 図 II～図 VII は，Staatsbibliothek, Preußischer Kulturbesitz, Kinder- und Jugendbuchabteilung, 
Berlin の蔵書より。 






















 図 III 6 枚目の挿絵 図 2 (再掲)  『八ツ山羊』１丁表 
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ください。」そこでお母さんやぎはメエと鳴いて，安心して出かけました。40 (下線は筆者)  
 
























                                                          
40 Rölleke, Heinz (Hrsg.): Brüder Grimm. Kinder- und Hausmärchen. Ausgabe letzter Hand mit den 
Originalanmerkungen. 3 Bde. Stuttgart 2010, Bd.1, S.50f. 
41 呉文聰訳『八ツ山羊』弘文社, 明治 20 (1887) 年, 1 丁裏より。 
42 ドイツの挿絵においては，母やぎはロイテマンの絵と同じ農具を持った姿でしばしば描かれている。
Hermann Vogel，Ludwig Richter，Erich Schröder，Karl Wagner らが描いた「狼と七匹の子やぎ」の挿
絵を参照。 









 図 III 拡大図 図 2 拡大図 









方は，図 8，9 を参照)。家の戸の部分が蓋紙 (上紙) となっており，これを横にめくると，子










 図 3 『八ツ山羊』2丁表 図 4 『八ツ山羊』2丁表の仕掛けの 
 (国立国会図書館蔵) 扉を開いたところ 
  (国立国会図書館蔵) 
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図 3 の「狼がやぎの家の戸を叩く場面」に相当する場面は，挿絵では頻繁に描かれるモチー














 図 IV (Staatsbibliothek) 図 V (Staatsbibliothek) 
 
グリムによる原作では，狼は小売商のところに行き，大きな石灰の塊 (ein großes Stück 
Kreide) をひとつ購入する。それを描いたのが図 IV である。狼はこれをかじることでしわが
れ声をなめらかにするのだ。石灰は邦訳では白墨 (チョーク) と訳されることが多いが，44 こ
こでは石灰の塊として描かれている。図 IV においては，小売商の男の左の靴下 (かかと部分) 
に穴があいており，ロイテマンは細部もリアルに描いていることが分かる。 
こうして狼は声を変えるものの，足が黒いために子やぎたちに見破られてしまう。そして次
にパン屋に行き，「足をぶつけたから，パン生地を前足に塗ってくれ」45 と頼む。それが図 V で
ある。狼は，続いて粉屋に行き，生地の上に粉をふるってもらう。その場面は，本稿の冒頭で
紹介した図 II に描かれている。 
一方の『八ツ山羊』の狼は，声を良くするためには，石灰ではなく薬を飲んでいる。そのた
                                                          
43 Uther, Hans-Jörg: Handbuch zu den »Kinder- und Hausmärchen« der Brüder Grimm. Berlin 2008, 
S.14. 
44 金田訳では「大きな白墨」，高橋訳では「大きなチョーク」であるが，野村訳では挿絵と同様に「大きな
石灰のかたまり」となっている。金田鬼一訳『完訳グリム童話集』第 1 巻, 1979 年, 67 頁。高橋健二訳『グ
リム童話集』国土社, 2006 年, 15 頁。野村泫訳『完訳グリム童話集』第 1 巻, ちくま文庫, 2005 年, 73 頁。 
45 Rölleke 2010, Bd.1, S.51. 
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めドイツ版の図 IV と図 V に相当する場面は存在しない。さらに，狼が「薬種屋
く す り や
」46 で買い物
をする場面も日本版では描かれていない。 
 図 5 『八ツ山羊』2丁裏 (国立国会図書館蔵) 
 
『八ツ山羊』では，狼はペンキ屋に足を白くしてもらう。よって，表紙絵にはペンキ屋の男















 図 VI 図 6 『八ツ山羊』3丁表 
 (Staatsbibliothek) (国立国会図書館蔵) 
                                                          
46 呉文聰訳『八ツ山羊』弘文社, 明治 20 (1887) 年, 2 丁表より。 
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47 「右ページの欄外にある駆けよってくる子山羊の絵は秀逸」(石澤 2001 年, 32 頁)。「これは明らかにペー
ジめくりの効果によるものであり，評価できる点である」(福島 1997 年, 305 頁)。 













 図 8 『八ツ山羊』4丁表 
 (国立国会図書館蔵) 
 
 図 9 『八ツ山羊』4丁表の蓋紙を開いたところ  
 (国立国会図書館蔵) 
 

















                                                          
48 ここは呉の翻訳により日本化された箇所である。「仇討ち物としての雰囲気を増幅している点である」(大
淵 2001 年, 171 頁)。 












 図 VII 図 10 『八ツ山羊』4丁裏と 5丁表 (見開き) 

















                                                          
49 ロイテマンによる挿絵に影響を受けたのは，日本の絵師だけではないようだ。ドイツにおいても，ヴァー
グナー (Karl Wagner) によるポストカード (1911 年) に描かれた母やぎ (農具と服) と，家に押し入ろう
とする狼に，ロイテマンの挿絵との類似点がみられる。 



















国立国会図書館 (National Diet Library, Tokyo) (図=Abb. 1-10)  
Dr. Regina Freyberger (図=Abb. I)  





典』子どもの本・翻訳の歩み研究会編，柏書房，2002 年，42-43 頁。 
Ikeda, Hiroko: The Introduction of foreign Influences on Japanese Children’s Literature 
                                                          
50 三宅興子「「絵本」の「翻訳」史・試論」『図説 児童文学翻訳大事典』児童文学翻訳大事典編集委員会編, 
第 4 巻, 大空社, 2007 年, 11-29 頁。 
51 永濯がちりめん本の『玉の井』(1887 年) のために描き，奥付に印刷された絵を，その弟子の永興が模
倣し，巌谷小波校訂による英訳の「日本昔噺」No.2 『玉の井』の表紙絵 (1903 年) として使っている。(石
澤小枝子「IWAYA'S FAIRY TALES OF OLD JAPAN について」『梅花児童文学』第 11 号, 2003 年, 1-21
頁。6 頁参照。同 20 頁には両者の図版が掲載されており，酷似していることが明らかである。) 
52 『明治期グリム童話翻訳集成』(川戸道昭他編, アイアールディー企画 (紀伊國屋書店), 全 5 巻, 1999 年) 
にそうした図版も多数収録されている。 
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through Grimm’s Household Tales. In: Brüder Grimm Gedenken 1963. Hrsg. v. Ludwig 
Denecke, Marburg 1963, S.575-583. 
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